Seasonal Changes of Grazing Behaviors in Rearing Holstein Heifers Grazed on Hilly Range. by 青木,晋平 et al.
山地放牧地’におけ
成牛の行動の季節
る
的
ホ
差
ルスタ
異につ
青木晋平・町田隆彦・大谷南海男＊
村上次男＊・桜井孝志・石橋隆介＊＊
　　　　(農学部畜産学研究室)
イ
い
ン
て
育
Seasonal Changes of Grazing Behaviors in Rearing
　HolsteinHeifers Grazed on Hilly Ｒange.
　　　　　　　　　　　　　　　　　by
Shimpei AOKI, Takahiko Machida, Namio Otani.
Tsuguo Murakami. Takashi Sakurai. Ryusuke ISIBASHI.
　　　(Ｌａｂｏｒａtｏｒｙ °ｆ ＺｏｏtｅｃｈｎｉｃａｌＳｃｉｉｉｃｅ，Ｆａｃｕlりｏｆ Ａｇｒicｕltｕｒｅ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言
　近年における本邦経済の進展にともなう酪農生産物需要の増加は，必然的に，酪農経営の規模拡
大をもたらし，それにともなって，経営方式についての検討が各方面から活発に行なわれるように
なった。とくに，酪農経営内における育成過程については，労力，粗飼料の確保など問題点が多
く，これらの解決は，合理的な酪農経営を行なうための大きな課題になっている。
　これらの諸問題を解決するための方策として，草地利用による乳用育成牛の協同的な集団放牧育
成が各地で行なわれはじめており，山地酪農の一方式として，個人経営内での里山利用による放牧
育成も各地で認められるようになった。
　ところで，放牧を合理的に行なうためには，放牧地における草と家畜の両面から，各種の検討が
行なわれなければならない。　これらの点については，近年，我国においてもその重要性が認めら
れ，各種の調査研究が行なわれるようになった。
　たまたま筆者らは，山地酪農推進者として活躍しておられる，高知市円行寺在住の岡崎正英氏所
有の放牧地において, 1967年５月から10月の間，放牧乳用育成牛の習性を知るための行動調査を行
なう機会を得たので，その調査結果の概要について報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　調査地の概況および調査方法
　調査地は，高知市円行寺（市街地から北方約４ｋｍの中山間地に所在する）岡崎牧場（標高70～
240m,面積約lOha)の一部（標高70～180m,面積約6 ha)で，同地区は，南，北西面の急傾斜地
　（傾斜度25°～38°）である。土質は蛇紋岩地帯で表土は浅く地味府薄である。気象条件は，年平均
気温16.3°Ｃ，（最高気温35°Ｃ，最低気温-5.3°Ｃ），年平均降雨量は2730mmである。
　牧野の状態は，部分的に階段状の改良草地（ペレニアルライグラス，ケンタッキー31フェスク播
種）が約40aある以外はすべて自然草地で，植生は，傾斜面により多少異なっているが，シバを主
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体草として，メヒシバ，牛ンエノコログサ，ササ，カヤ，コブナグサなどが優占程として認めら
れ，その他に，庇陰樹としてのマツ，スギ，クリ，ヒノキ，サクラや雑面本類が認められた。牧野
の管理施設としては，翰換のための電気牧柳，飲水場や全長2300mの牧道が設けられており，その
他に施肥施設として，尿タンクが設けられていた。
　供試牛は，生後月令19ヵ月～21ヵ月のホルスタイン種雌牛３頭で，その詳細は第１表に示すとお
りである。調査期間は1967年５月から同年10月までの６ヵ月間で，この間に，毎月１[H, 24時間の連
続観察法によって行動型の調査を行なった。また，同期間中，放牧地草生状態の季節的推移を知る
ために，毎月1[Ej]宛行動域内の生草生産量を１?の方型枠を用いQuardrat法によりat random に
採取して，その重量を測定し，その一部を用いて主要成分についての分析を常法により行なった。
さらに，毎月行勁型調査開始前に，体重ならびに牛体各部位の測定を行ない発育状況を調査した。
　調査期間中の現地における気象条件を示すと第２表のとおりである。
　　Tabe 1. Cattleon experiment
Table 2. Meteological data during experimental periods
　　Meteorology三寸
ぺA^eather 　　Air temperature
Maχ.　　　　　Min.
Relativehumidity
May　　　19 fine
fine
　　　゜C　　　　　　　°C
27.5
　　　　　　　　　　　13.5
(9. 00AM. )
　　　　％
　　　75
June　　　la finefine
29.5　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　17,5 65
July　　　1; fine
石ne to cloudy
34.5
　　　　　　　　25.0 80
　　　　　14Aug･ 　15 fineto cloudyfine
32.5
　　　　　　　　24.5 75
Sept･　　　19 fine
cloudy
31.0
　　　　　　　　　　19.5 55
Otc.　　　　19 fine　　　　　，
fine to cloudy
24.5
　　　　　　　　15.5 85
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察
　各行動型別の１昼夜当り所要時間ならびに排糞，排尿，飲水回数および歩行距離を，個体別，調
査期別に一括表示すれば，第３表のとおりである。
　第３表にもとづき，各行動型の季節的差異について，おもなものから検討を加えてみたい。な
お，記載上の略号はすべて既報(1)のものを用いた。
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Tab】e 3. Time spent in each behavior, frequency of ｅχcretionand walked distance on the range
　Exp. days
　Cow No.
Time spentCmin. )
　Grazing
　Ruminating :
　　　Standing
　　　Lying
　Resting :
　　　Standing
　　　Lying
　Migrating
　Loafing
Frequency of :
　Defecation
　Urination
　Drinking
１
16―17　May
2　3　mean
aｓ％
650 542 648　613 42.6
73 154 113
297 291 224
117 220 187
199 159 189
24　28　47
80　46　32
113
271
175
182
33
53
10
11
5
?
??
??
???????
　7.8
18.8
12.2
12.6
2.3
3.7
１
14―15 June
2　3　mean
613 516 506　545 37.8
　52　41　36　　43　3.0
379 448 352　393 27.3
107 111 66　95　6.6
193 221 401　272 18.9
19　24　22　　22　1.5
77　19　S1　　11　4.9
??? ????? ???
１
17―18　July
2　3　mean
as％ｏf
395 519 571　495　34. 4
213 174 164　184 12.8
150 206 94　150 10.4
502 428 439　456　31.7
146 93 138　126　8.8
　7　3　1　　4　0.3
27　17　33　　26　1.8
???
６
６
１
8
11
2
???
　Ex p. days
　Cow No.
Time spentCmin. )
　Grazing
　Ruminating :
　　　Standing
　　　Lying
　Resting:
　　　Standing
　　　Lying
　Migrating
　Loafing
１
14
2
15
3
Ａｕｇ･
mean
468 447 525　480
131
273
144
260
250 3
217 1
130
253
68 257
66 212
15　2
86　53
　0
63
33.3
135
262　1
292
198
??
??
??
????? ?
20.3
13.8
593
161
250
二　二゜塗仁
588 615　599 41.6
210
355
196 126
196 146
236
299
84
164
? ?
? ? ? ?
? ????
?
??
????????
???
10
24
???
0.7
1.7
587
167
269
226
124
　16
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16―17　Oct.
2　3　mean
526 718　610 42.3
313
256
243
60
　0
36
254
192
144
23
10
99
245
239
204
??? ??
17.0
16.6
14.2
4.8
0.6
4.2
Frequency of :
　Defecation
　Urination
　Drinking
10　11　16　　12
11　9　16　　12
９　４　１　　１
14　13　14　　14
7　7　12　　9
2　2　2　　2
１１　８　９　　９
５　４　１２　　７
２　６　３　　４
訊
　　　　　(km)
2.5 3.3 2.3　2.7 1.9 2.3 1.9　2.0 1.3 1.3 2.2　1.6
　１．採食時間(G.t.)について
　第３表にもとづき, G.t.の月別変化を24時間当りおよび昼夜別に，３頭の平均値で図示する
と，第１図のとおりである。
　同図によれば，24時間当りのG. t.は５月が最高(613分）で８月が最低(48.0分）を示し，全体
的傾向としでは５月から８月にかけて漸減し，以後９月にかけて急増を示している。この傾向は，
成雌和牛についての調査結果（3）と全く類似している。
　G.t.の長短に影響を及ぼす各種の要因に関しては，既に前報(1)(2)でふれておいたが，本調査の
場合，これらの要因中，とくに，草生状態および気象条件が重要な関連を有していたものと考えら
れる。すなわち，第４表にも示されているとおり，放牧初期の５月には草量が最低であったことが
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Fig. 1. Seasonal changes of the time spent
　　　　in grazing form.
採食時間を長くさせ，反対に，８月のG.t.が最低であったのは，夏季の高温とそれにともなう吸
血昆虫(アブ，サシバエ等)の採食妨害によるものと思われる。草生状態が質，量ともに良好であ
る場合にはG.t.は短く，反対の場合には長くなると言われており(■1)(5)また，高温や吸血昆虫
の出現は，採食を妨害し，その結果G.t.を短縮させることも知られている(3'。このような点から
みて, G.t.の季節変化か前述のような結果を示したことは当然であったと言えよう。　９月から10
月にかけての再増加は，第２図にも示されているとおり，夏季における体力低下を補うための本能
的慾求と，気候の好転にもとづく採食活動の活発化によるものであろう。
　Table 4. Seasonalchanges of the green grass productionand chemicalcomponents
　G.t.の昼夜別割合は，各月とも昼間＞夜間であったが，夜間の採食割合が夏季に増加している
ことは，高温と吸血昆虫の妨害による昼間採食の夜間移行によるものであろう。・
　G.t.の日周変化を，各月ごとにヒストグラムで示すと，第３図のとおりである。
　同図によれば，採食活動の日周変化には，月によって一定のpatternが認められ，５月と10月は
昼間集中型を示し，他の月は分散型を示している。日の出後１～２時間，日没後１～２時間にかけ
て高い採食率が認められるのは，和牛の場合と同様である。なお自記温度計による気温の日周変化
は第３図に示すとおりであるか，気温の増加にともなう採食率の減少が特に認められるのは，７
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月，８月，９月の３ヵ月であり，７月の減少か特に顕著である。このことは，夏季における高温か
採食活動に大きく影響することを示すものであろう。日の出後および日没前のPeak以外に，分散
型では２～４回，集中型では１～２回の二次的採食期が認められる。
　２．反すう時間(Ru.t.)について
　第３表にもとづき, Ru. t.の月別変化を24時間当りおよび昼夜別に３頭の平均値で示すと，第
４図のとおりである。
　同図によれば, Ru. t.の最高は９月(503分），最低は７月(334分）で，これは, G.t.の長
短と略々一致している。すなわち，草生量の多い９月はG. t., Ru. t.ともに多く，夏季高温時の
７月にはそのいずれもが少なくなっている。月別変化には，７月から９月にかけての漸増以外には
一定の傾向が認められないが，５月にG.t.に比べてRu. t.が少なかったのは，単位時間当りの
生草摂取量が少なかったことを示すもので，これは，同期の草生状態が良好でなかったためであろ
つｏ
　Ru. t.とG.t.との関係をRu. t./G. t.値で示すと第５表のとおりである。この場合，値が高
い程一定時間当りの採食量が多かったことを示しているものと考えてよかろう。この値が９月に最
高，５月に最低を示していることは前述のことを裏書きしている。
　同表には，採食時における１分間当りの噛む回数（朝，夕の採食旺盛時に同一植生地で測定）お
よび，１吐出時の１分間当り再咀聯回数を示しておいたが，これらについては，季節による差異は
あまり認められない。
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一一
　Ru.t.の日周変化は第３図に示すとおりであるが，高い反すう率の認められるのは深夜（22時
～24時）と夜明け前（２時～４時）にかけてである。昼夜別割合は各月とも夜間＞昼間となってい
る。１日当りの平均反すう回数は18回（10回～26回）で，1［il］当りの平均反すう時間は24分（21分
～31分）である。反すう時の横臥型，佇立型別の割合は，第３表に示されているとおり７月と10月
以外はすべて横臥型＞佇立型である。
　　Table 5. Seasonalchangesin the number of bitingand remasticationand the Rumi. -Graz｡
　　　　　time ratio
Number of :
　Biting　　(per min. )
　Remastication ( " )
Rumi. time/Graz. time
　68
0.63
??
0.80
????
??
???
????????? ???????
　54
　67
0.79
??
0.76
　３．休息時間（Ｒｅ.t，）について　　　　　　　　　　　　’･
　第３表にもとづき, Re. t.の月別変化を，24時間当りおよび昼夜別に３頭の平均値で示すと，
第５図のとおりである。
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　　　　　　　　　　　Fig. 5. Seasoanl changes of the time spent in resting form.
　同図によれば，１昼夜当りのRe. t.は７月が最高(582分）で10月が最低(273分）を示してお
り，昼夜別割合においては，昼間の最高は７月，最低が９月，夜間の最高は８月，最低は10月とな
っている。全期間を通じてみると, 6, 7, 8月は昼間＞夜間, 5, 9, 10月は僅かながら夜間＞
昼間となっている。これを，横臥，佇立型別に示すと第６表のとおりである。
　同表によれば7 Q月の夏季に昼間に佇立型で過される時間が最も多く，反対に，夜間は殆ん
ど横臥型で過されている。夏季の昼間に佇立型での休息が多いのは，高温ならびに吸血昆虫を避け
５４
３
２
１
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Table 6. Percentage of time spent in the day time and night time for standing and lying rest
Day time　Min
　　　　　　％
Night time Min
　　　　　　％
Day time　Min.
　　　　　　　％
Night time Min.
　　　　　　　％
　116
66.3
　59
33.7
　41
22.4
　142
77.6
　79
83.2
　16
16.8
???????
　143
52.6
Standing
　373
81.8
　83
18.2
　　Lying
　20
15.9
　106
84.1
264
90.7
　27
9.3
??????
100
　87
64.0
　49
36.0
　37
21.9
　132
78.1
　117
57.3
　87
42.7
　16
23.2
　53
76.8
ての樹蔭佇立が多かったためであろう。休息中の眠りについては，和牛の場合と同様，なかなか的
確につかめなかったが，完全な横倒れ，短かい間隔での深く規則正しい呼吸，頭部を後方体側部に
付着させての閉眼，前方開脚肢上え頭部を乗せての閉眼等，眠りにおちたと観察される状態も皆無
ではなかったが，概ね，１～２分の短時間で‥これらの状態が５分以上におよぶことは殆んどなか
った。
　４．移動時間(M.t. )と彷徨時間(Lo.t. )について
　第３表にもとづき, M.t.とLo.t.の月別変化を，24時間当りおよび昼夜別に３頭の平均値で
示すと，第６図，第７図のとおりである。
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Fig. 6. Seasonal changes of the　time spent
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Fig. 7. Seasonal changes of the time spent
　　　　　inloafing form.
　第３表に示されているとおり，両者の合計時間は６月（93分）が最も多く７月（30分）が最も少
ない。そして，各月ともLo. t. >M. t.となっている。 M. t.の月別変化は第６図に示されてい
るとおり，５月が最高（33分），７月が最低（４分）であり> Lo. t.のそれは第７図に示されてい
るとおり６月が最高（71分）９月が最低（24分）となっている。５月にM.t.が多かったのは，採
食のための移動が他の月に比べて多かったためであろう。 Lo.t.は月毎の変化が大きくその間に
一定の傾向は認められない。両型の昼夜別割合は，いずれも昼間＞夜間となっている。夜間に認め
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られる移動は，主として採食のためのものであり，昼間のそれは，飲水行動が加わったものであ
る。彷徨は，夜明け，日没，採食前後に認められる場合が多く，牛相互のたわむれ，樹幹への身体
のこすりつけ(Rubbing)などか主なものであるが，夏季昼間には，吸血昆虫を避けるための行動
が彷徨型の大きな部分をしめる場合もある。
　５，排糞，排尿および飲水回数について
　第３表にもとづき，排糞，排尿および飲水回数の月別変化を，24時間当り３頭の平均値で示す
と，第７表のとおりである。
　Tablｅ　1.Seasonalchangs in the number of excretionand drinking and the walked distance
Defecation
Urination
Drinking
Walked distance(Km)
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排糞，排尿等の排泄行為の多少は，主として摂取物の質とｍに支配されるものと考えられる。換言
すれば，牧野の草生状態に影響されるところが大きい。生育初期の牧野での１日当りの排糞回数が
11回であったのに比し，急速な成長期のそれは16回，枯草期には８回と，１日当りの排糞回数に季
節的差異を認めた報告(6)もある。両者の回数が５月ご8月に多かったのは，牧野の草生状態と関連
があったものと思われる。　７月に少ないのは，前述のとおり採食時間，反すう時間ともに他の月に
比べて少なかったことから考えて，飼料摂取量が少なかったためであろう。９月の排糞回数が特に
多かったのは，同期の生草量の増加と気候の好転にともなう飼料摂取量の急激な増加によるものと
思われる。各月を通じて平均回数からみると，両者とも既報(3jの成雌和牛のそれ(9.1回, 5.1回)
に比べて若干多いようである。
　飲水行動と重要な関係があるものとしては，水源地の位置，草生状態，天候，気温等が考えられ
るか，特に，天候，気温等の影響が大きいようである。８月の飲水回数が特に多いのも，主として
同期の高温に起因するものと考えられる。和牛の例でみると，飲水が便利な場合，１日当りの飲水
回数は１～２回が普通のようである。
　６，歩行距離について
　歩行距離の月別変化を24時間当り３頭の平均値で示すと，第７表のとおりである。
　放牧中の歩行の大半は採食に伴なって行なわれる。従って，牧野の草生状態や地形などに影響さ
れることが大きい。これらの他に，水源地への距離，放牧強度，牧野の広狭等も歩行距離と関連が
ある。　５月の歩行距離が大きかったのは，同期の採食時間，移動時間，飲水回数などが多かったこ
とに起因するものであろう。反対に，これらの時間や回数の少なかった７月の歩行距離は最少であ
る。各月を通じての１日当り平均歩行距離2. 35kmは，和牛のそれ（6ヽ｡9km)に比べて少ないが，
これは放牧地の地形や，管理上，行動域に制限が加えられていたことにもよるのであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要
　巫山に放牧された育成乳牛の行動が，季節によってどのように変化するかを知るために, 1967年
５月から10月に至る６ヵ月間，高知市円行寺所在の岡崎牧場の放牧地に終日放牧された３頭のホル
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スタイン種育成牛について，毎月１回，24時間の連続観察法で行勁調査を行なった。
　‘その結果を要約するとつぎのとおりである。なお，つぎに示す成績は，いずれも24時間当りの３
頭平均値である。
　（1）採食時間は５月が最高(613分），８月が最低（480分）であった。採食行動のPatternを日
周変化の様相から分類すると，５月，10月は昼間集中型を示し，他の月は分散型を示した。ま,た，
７月には，昼間採食時間の夜間移行が明らかに認められた。採食時間の昼夜別割合は，各月‘とも昼
間＞夜間であった。
　（2）反すう時間は９月が最高(503分），７月が最低(334分）であった。 Ru. t./Gu値は９月
が最高(0.84) , 5月が最低(0.63)であった。昼夜別の反すう割合は，各月とも夜間＞昼間であ
った。
　（3〉休息時間は７月が最高(582分), 10月が最低(273分）であった。横臥，佇立型別にみると，
７月，８月の夏季をのぞいて，いずれも横臥型での休息が多かった。昼夜別割合は6. 7, 8月は
昼間＞夜間で，他の月は夜間＞昼間であった。
　（4）移動および彷徨の合計時間は６月が最高（93分），７月が最低（30分）であった。　６月から
８月の夏季にかけて彷徨時間の割合が多くなる傾向が認められた。
　（5）排糞および排尿の合計回数は，５月と８月がそれぞれ24回で最高を示し，飲水回数は８月が
最高（７回）であった。
　（6）歩行距離は５月が最高(4.0km), 7月が最低(1.2km)であった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　In order to clarifythe seasonal changes of grazing behaviors in rearing Holstein heifers.
　we observed three cows (19-21 months old) constantly for 24 hours on hilly range in
　Kochi city from May to October, 1967.
　　The results obtained are summarized as follows :
　　1. The grazing tin！ｅper head during 24 hours varied from 480　t0 613 minutes. The
　maximum grazing time was observed in May while the minimum one was observed in
　August.　In May and October･grazing hours were concentrated in the daytime. while
j
they were dispersed through the whole day　in June, July, August, and September. The
　grazing time at night was increased in July.　The grazing time in daytime was longer
　than that at night in every month.
　　2. The ruminating time per head during 24 hours varied from 334 to 503 minutes. The
　maximum ruminating time was observed in September while the minimum one was observed
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in July. The　ratio of ruminating　time to grazing time (R/G valu) was　the　highest in
September (0. 84) and the lowest in May (0.63). The ruminating time at night was longer
than that in daytime in every month.
　3.　The resting time per head during 24　hours　varied from　273　to　582　minutes. The
maximum resting　time was observed in July while　the minimum　one was observed in
October. The ratio of Lying time was higher than that　of Standing time in every month
except July and Augast. The resting time　in day time was longer　than that at night in
June,　July, and August while the resting time at night was longer than that in daytime
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊin May, September, and October.
　4.　The total time spent in migrating and loafing per head during　24 hours varied from
30 to 93 minutes. The maximum time was observed in June while the minimum one was
observed in Iuly. It seemed that the loafing time showed ａ tendency to increase from
June to August.
　5. Both the frequencies of defecation and urination were the greatest in May and August
and that of drinking was the greatest in August.
　6. The walked distance per head during 24 hours varied from　１.2　to　4.0　kilometers.
The longest distance was observed in May while the shortest one observed in July.
(昭和43年９月28日受理)
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